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『

汐

製
菓
会

社
の
新

作

1
0

8
 

せ
ん
べ
い

3

』 

 

第

1

幕

：
奇

抜
な
会

議
室 

（
舞

台

は
汐

製

菓

会

社

の
会

議

室

。
壁

に
「

お
菓

子

で
世

界

を
元

気

に
！

」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
が
掲

げ

ら
れ
て
い
る
。
社

長

の
汐

が
ス
ラ
イ
ド
を
操

作

し
な

が
ら
社

員

た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
中

） 

汐

：
（
情

熱

的

に
） 

「

い
い
か
、
み
ん
な
！

今

回

の
新

作

の
テ
ー
マ
は
こ
れ

だ
！

」 

（
ス
ラ
イ
ド
に
ド
派

手

な
文

字

で
「

新

し
い
和

洋

折

衷

！

苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

！

」
と
表

示

さ
れ
る
） 

社

員

A

：
（
ぽ
か
ん
と
口

を
開

け
る
） 

「

え
っ...

社

長

、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
ジ
ャ
ム
を
煎

餅

に
？

」 



 

2 

 

塩

田

：
（
冷

静

に
） 

「

社

長

、
そ
れ
っ
て
本

気

で
す
か
？

ジ
ャ
ム
と
煎

餅

、

ど
ち
ら
も
主

役

級

で
す
よ
。
ど
ち
ら
か
が
負

け
る
可

能

性

が...
」 

汐

：
（
笑

い
な
が
ら
） 

「

い
や
い
や
、
塩

田

君

、
負

け
る
な
ん
て
考

え
方

が
古

い
！

主

役

級

が
二

つ
合

わ
さ
れ
ば
、
新

し
い
ス
タ
ー

が
生

ま
れ
る
ん
だ
！

」 

社

員

B

：
（
控

え
め
に
手

を
挙

げ
る
） 

「

そ
れ
で
、
そ
の
ジ
ャ
ム
煎

餅

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

は

…

？

」 

汐

：
（
即

答

し
て
） 

「

全

世

界

だ
！

」 

社

員

一

同

：
（
一

瞬

沈

黙

し
た
後

、
ざ
わ
つ
く
） 

「

全

世

界

っ
て…

え
っ
？

」 



 

3 

 

塩

田

：
（
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
） 

「

ま
た
社

長

の
大

風

呂

敷

が
広

が
っ
て
き
ま
し
た
ね

…

」 

 

第

2

幕

：
試

作
の
苦

難 

（
場

面

は
汐

製

菓

の
製

造

工

場

。
職

人

た
ち
が
苦

戦

し
な
が
ら
試

作

を
繰

り
返

し
て
い
る
） 

社

員

C

：
（
苺

ジ
ャ
ム
を
煎

餅

に
塗

り
な
が
ら
） 

「

塗

っ
た
そ
ば
か
ら
ジ
ャ
ム
が
溶

け
て
流

れ
る
ぞ
！

」 

社

員

D

：
（
煎

餅

を
高

く
掲

げ
な
が
ら
） 

「

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ジ
ャ
ム
の
味

が
強

す
ぎ
て
煎

餅

が

消

え
る…

！

」 

汐

：
（
真

剣

な
顔

で
） 

「

な
ら
ば
、
煎

餅

を
ジ
ャ
ム
に
負

け
な
い
く
ら
い
香

ば

し
く
焼

く
ん
だ
！

」 



 

4 

 

塩

田

：
（
工

場

の
隅

で
頭

を
抱

え
な
が
ら
） 

「

社

長

、
そ
ん
な
簡

単

に
言

わ
な
い
で
く
だ
さ
い…

。

焼

き
加

減

一

つ
で
味

が
台

無

し
に
な
る
ん
で
す

よ
？

」 

汐

：
（
ひ
ら
め
い
た
顔

で
） 

「

逆

だ
！

煎

餅

と
ジ
ャ
ム
、
両

方

が
強

す
ぎ
る
な

ら
、
第

三

の
味

を
加

え
よ
う
！

塩

だ
！

」 

社

員

た
ち
：
（
一

斉

に
止

め
る
） 

「

そ
れ
は
違

う
気

が
し
ま
す
！

」 

 

（
試

作

は
難

航

す
る
が
、
塩

田

の
助

言

で
苺

ジ
ャ
ム

に
バ
ニ
ラ
風

味

を
加

え
た
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ

る
。
つ
い
に
試

作

品

完

成

！

） 

汐

：
（
感

極

ま
っ
て
） 

「

こ
れ
だ
！

こ
れ
が
俺

た
ち
の
『

ジ
ャ
ム
煎

餅

』

だ
！

」 



 

5 

 

塩

田

：
（
半

ば
あ
き
れ
つ
つ
も
微

笑

む
） 

「…

こ
れ
が
本

当

に
売

れ
る
な
ら
、
私

も
信

じ
ま

す
よ
」 第

3
幕

：
試

食
会
の
カ
オ
ス 

（
豪

華

な
ホ
テ
ル
の
宴

会

場

が
舞

台

。
照

明

は
暖

か

い
ゴ
ー
ル
ド
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
綺

麗

に
並

べ
ら
れ
た
苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

。
国

内

外

の
メ
デ
ィ
ア
や
ゲ
ス
ト
が
参

加

し
て
い
る
。
汐

製

菓

の
ロ
ゴ
が
中

央

に
輝

く
舞

台

装

置

が
設

置

さ
れ
て
い
る
） 

 

場

面

3
-

1

：
試

食

会

ス
タ
ー
ト 

司

会

者

：
（
き
ら
び
や
か
な
声

で
） 

「

皆

さ
ま
、
本

日

は
お
忙

し
い
中

お
集

ま
り
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

こ
れ
よ
り
、
汐

製

菓

が
誇

る
新

作
『

苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

』
の
試

食

会

を
開

始

い
た
し
ま
す
！

」 



 

6 

 

（
拍

手

が
響

く
中

、
社

長

の
汐

が
舞

台

に
登

壇

す

る
） 

汐

：
（
大

げ
さ
に
手

を
広

げ
な
が
ら
） 

「

よ
う
こ
そ
！

よ
う
こ
そ
！

汐

製

菓

の
新

し
い
挑

戦

を
目

撃

す
る
記

念

す
べ
き
日

で
す
！

」 

（
ス
ラ
イ
ド
に
「

新

し
い
和

洋

の
時

代

へ
！

」
と
い
う

文

字

が
映

し
出

さ
れ
る
） 

汐

：
（
熱

弁

を
ふ
る
い
な
が
ら
） 

「

こ
の
煎

餅

は
、
私

た
ち
日

本

の
伝

統

的

な
和

菓

子

と
、
西

洋

の
ス
イ
ー
ツ
文

化

を
融

合

さ
せ
た
革

命

的

な
一

品

！

た
だ
食

べ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世

界

を
つ
な
げ
る
架

け
橋

な
の
で
す
！

」 

塩

田

：
（
舞

台

袖

か
ら
小

声

で
） 

「

社

長

、
話

が
壮

大

す
ぎ
ま
す
よ…

た
だ
の
お
菓

子

で
す
っ
て
ば…

」 

汐

：
（
無

視

し
て
） 

「

そ
れ
で
は
早

速

、
お
試

し
く
だ
さ
い
！

」 



 

7 

 

（
ス
タ
ッ
フ
が
ゲ
ス
ト
た
ち
に
試

食

用

の
苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

を
配

り
始

め
る
） 

 

場

面

3
-

2

：
ゲ
ス
ト
た
ち
の
反

応 

（
ゲ
ス
ト
た
ち
が
一

口

食

べ
る
と
、
会

場

に
様

々
な

反

応

が
溢

れ
出

す
） 

日

本

人

ゲ
ス
トA

：
（
真

顔

か
ら
急

に
笑

顔

に
） 

「

ん
？…

お
お
、
意

外

に
イ
ケ
る
じ
ゃ
な
い
か
！

甘

じ

ょ
っ
ぱ
く
て
、
紅

茶

に
も
合

い
そ
う
だ
な
！

」 

イ
タ
リ
ア
人

ゲ
ス
ト
：
（
感

激

の
表

情

） 

「

マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
！

こ
の
ジ
ャ
ム
の
酸

味

と
煎

餅

の
香

ば
し
さ
、
ま
る
で
イ
タ
リ
ア
の
ビ
ス
コ
ッ
テ
ィ
の
よ
う

だ
！

」 

フ
ラ
ン
ス
人

ゲ
ス
ト
：
（
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
手

に
取

り
な

が
ら
） 

「

こ
れ
を
少

し
砕

い
て
チ
ー
ズ
に
乗

せ
た
ら
、
ア
ペ
リ

テ
ィ
フ
と
し
て
完

璧

だ
。
ワ
イ
ン
に
も
合

う
！

」 



 

8 

 

ア
メ
リ
カ
人

ゲ
ス
ト
：
（
陽

気

に
） 

「

う
ち
の
子

ど
も
た
ち
に
こ
れ
を
朝

ご
は
ん
に
し
た

い
！

ト
ー
ス
ト
の
代

わ
り
に
な
る
！

」 

韓

国

人

ゲ
ス
ト
： 

「

塩

味

が
効

い
て
る
か
ら
、
キ
ム
チ
と
一

緒

に
食

べ
て

も
い
い
感

じ
だ
と
思

う
！

」 

塩

田

：
（
困

惑

し
な
が
ら
） 

「

ま
さ
か
、
こ
こ
で
キ
ム
チ
案

が
出

る
と
は…

」 

汐

：
（
大

笑

い
し
て
） 

「

ほ
ら
、
塩

田

君

！

和

洋

折

衷

ど
こ
ろ
か
、
世

界

折

衷

だ
！

」 

 

場

面

3
-

3

：
ユ
ニ
ー
ク
な
食

べ
方

の
提

案 

（
ゲ
ス
ト
た
ち
が
勝

手

に
新

し
い
食

べ
方

を
提

案

し

始

め
る
） 



 

9 

 

タ
イ
人

ゲ
ス
ト
： 

「

こ
れ
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
を
か
け
た
ら
ど
う
か
な
？

デ
ザ
ー
ト
と
し
て
素

晴

ら
し
い
と
思

う
！

」 

ブ
ラ
ジ
ル
人

ゲ
ス
ト
： 

「

ブ
ラ
ジ
ル
の
濃

い
コ
ー
ヒ
ー
と
一

緒

に
楽

し
む
の
も

い
い
で
す
ね
。
カ
フ
ェ
文

化

に
ピ
ッ
タ
リ
だ
！

」 

日

本

人

ゲ
ス
トB

：
（
考

え
込

ん
で
） 

「

こ
れ
、
お
茶

漬

け
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
し
た
ら
新

し
い

食

感

が
楽

し
め
る
か
も
？

」 

イ
ン
ド
人

ゲ
ス
ト
： 

「

カ
レ
ー
の
サ
イ
ド
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
し
て
提

供

す
る
の
も

面

白

い
で
す
ね
。
ス
パ
イ
シ
ー
さ
と
甘

さ
の
組

み
合

わ
せ
は
イ
ン
ド
人

が
大

好

き
で
す
！

」 

 

場

面

3
-

4

：
最

高

潮

の
盛

り
上

が
り 

司

会

者

：
（
感

激

の
声

で
） 

「

皆

さ
ま
、
本

当

に
た
く
さ
ん
の
ご
感

想

あ
り
が
と



 

10 

 

う
ご
ざ
い
ま
す
！

こ
の
『

苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

』
、
こ
ん
な

に
多

様

な
楽

し
み
方

が
あ
る
と
は…

！

」 
塩

田

：
（
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
微

笑

む
） 

「

社

長

の
無

茶

な
ア
イ
デ
ア
が
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
受

け
入

れ
ら
れ
る
と
は…
」 

汐

：
（
感

慨

深

げ
に
） 

「

塩

田

君

、
こ
れ
が
汐

製

菓

の
真

骨

頂

だ
よ
。
食

べ

る
人

そ
れ
ぞ
れ
が
、
新

し
い
楽

し
み
方

を
見

つ
け
ら

れ
る
お
菓

子

だ
！

」 

司

会

者

： 

「

そ
れ
で
は
、
最

後

に
皆

さ
ま
か
ら
の
総

評

を
お
聞

き
し
た
い
と
思

い
ま
す
！

」 

フ
ラ
ン
ス
人

ゲ
ス
ト
： 

「

こ
れ
は
ア
ー
ト
で
す
。
次

の
パ
リ
展

示

会

で
紹

介

し

た
い
！

」 
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ア
メ
リ
カ
人

ゲ
ス
ト
： 

「

朝

食

革

命

だ
！

パ
ン
の
文

化

に
風

穴

を
開

け
る

可

能

性

が
あ
る
！

」 

イ
タ
リ
ア
人

ゲ
ス
ト
： 

「

日

本

と
イ
タ
リ
ア
の
新

し
い
文

化

交

流

の
形

と
し

て
広

め
た
い
ね
！

」 

（
会

場

に
大

き
な
拍

手

と
笑

い
声

が
響

く
。
汐

が
満

面

の
笑

み
で
舞

台

中

央

に
立

つ
） 

汐

： 

「

皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！

こ
の
『

苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

』

が
、
世

界

中

で
新

し
い
食

の
楽

し
み
を
届

け
る
こ
と

を
願

っ
て
い
ま
す
！

」 

（
汐

の
ス
ピ
ー
チ
を
背

景

に
、
ラ
イ
ト
が
会

場

全

体

を
照

ら
し
、
華

や
か
な
雰

囲

気

で
幕

が
閉

じ
る
） 

 

第

4

幕

：
社

長
室
で
の
カ
オ
ス
な
祝
賀

会 
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（
場

面

は
汐

製

菓

本

社

の
社

長

室

。
シ
ン
プ
ル
な
が

ら
も
セ
ン
ス
の
良

い
内

装

で
、
大

き
な
デ
ス
ク
に
は
書

類

と
試

作

品

の
煎

餅

が
散

ら
ば
っ
て
い
る
。
塩

田

が

パ
ソ
コ
ン
の
前

に
座

り
、S

N
S

で
の
反

響

を
必

死

に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
汐

は
社

長

椅

子

に
座

り
、
両

手

を
組

み
な
が
ら
満

足

げ
に
笑

っ
て
い
る
） 

 

場

面

4
-

1

：S
N

S

で
の
爆

発

的

反

響 

塩

田

：
（
モ
ニ
タ
ー
を
食

い
入

る
よ
う
に
見

つ
め
な
が

ら
） 

「

社

長…

こ
れ
、
凄

い
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
よ
！

」 

汐

：
（
得

意

げ
に
） 

「

だ
ろ
う
？

言

っ
た
だ
ろ
う
、
こ
れ
は
世

界

を
変

え

る
っ
て
！

」 

塩

田

：
（
指

差

し
な
が
ら
） 

「#

苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
、
も
う

1
0

0

万

件

超

え
ま
し
た
！

動

画

も
バ
ズ
っ
て
ま
す
！

」 
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（
ス
ク
リ
ー
ン
に

S
N

S

の
投

稿

が
映

し
出

さ
れ
る
） 

•
 

日

本

の
学

生

の
投

稿

：「

友

達

と
食

べ
て
み

た
！

甘

じ
ょ
っ
ぱ
さ
が
ク
セ
に
な
る
～

！#

ジ

ャ
ム
煎

餅

」 

•
 

海

外

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
投

稿

：「Is
 t

h
is

 

th
e

 n
e

w
 tre

n
d

?
 S

w
e

e
t
 a

n
d

 s
a

v
o

ry
 in

 

p
e

rfe
c

t
 h

a
r
m

o
n

y
! 

#
S

tra
w

b
e

rry
S

e
n

b
e

i

」 

•
 

タ
イ
の
人

気

屋

台

の
投

稿

：「

苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

に
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ソ
ー
ス
を
か
け
て
売

っ
て
み
た
！

完

売

！

」 

塩

田

：
（
驚

き
な
が
ら
） 

「

国

内

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
海

外

で
も
こ
ん
な
に
反

響

が
あ
る
な
ん
て…

」 

汐

：
（
椅

子

を
回

し
な
が
ら
） 

「

う
む
、
こ
れ
は
つ
ま
り
、
我

々
の
煎

餅

が
“
世

界

語

”
に
な
っ
た
っ
て
こ
と
だ
！

」 
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塩

田

：
（
呆

れ
な
が
ら
） 

「

社

長

、
そ
れ
は
言

葉

の
意

味

が
違

い
ま
す…

」 

 

場

面

4
-

2

：
各

国

か
ら
の
問

い
合

わ
せ 

（
電

話

が
次

々
と
鳴

り
始

め
る
。
塩

田

が
忙

し
く
対

応

す
る
） 

塩

田

：
（
電

話

を
取

り
な
が
ら
） 

「

は
い
、
汐

製

菓

で
す
。
え
っ
、
パ
リ
の
高

級

レ
ス
ト
ラ

ン
で
正

式

に
メ
ニ
ュ
ー
に
載

せ
た
い
？…

は
い
、
検

討

し
ま
す
！

」 

（
別

の
電

話

が
鳴

る
） 

塩

田

：
（
急

い
で
出

る
） 

「

は
い
、
汐

製

菓

で
す
。
え
っ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
フ
ェ

チ
ェ
ー
ン
か
ら
正

式

に
仕

入

れ
た
い
と
？…

は
い
、
確

認

し
ま
す
！

」 

（
さ
ら
に
別

の
電

話

が
鳴

る
） 



 

15 

 

塩

田

：
（
テ
ン
パ
り
気

味

に
） 

「

ち
ょ
っ
と
待

っ
て
く
だ
さ
い
、
今

対

応

中

で
す
！

」 
汐

：
（
余

裕

た
っ
ぷ
り
に
） 

「

ほ
ら
見

ろ
、
俺

た
ち
の
煎

餅

が
世

界

を
席

巻

し
て

い
る
証

拠

だ
！

」 

塩

田

：
（
電

話

を
抱

え
な
が
ら
） 

「

社

長

、
少

し
は
手

伝

っ
て
く
だ
さ
い
よ
！

こ
ん
な
に

問

い
合

わ
せ
が
来

る
な
ん
て
、
予

想

以

上

で
す
！

」 

汐

：
（
笑

い
な
が
ら
） 

「

塩

田

君

、
こ
れ
が
“
世

界

的

ヒ
ッ
ト
”
と
い
う
も
の
だ

よ
。
受

け
入

れ
た
ま
え
！

」 

 

場

面

4
-

3

：
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
乱

入 

（
突

然

、
社

員

た
ち
が
社

長

室

に
駆

け
込

ん
で
く

る
。
手

に
は
苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

を
持

っ
て
い
る
） 



 

16 

 

社

員

A

：
（
興

奮

気

味

に
） 

「

社

長

！

工

場

の
生

産

が
追

い
つ
か
な
い
く
ら
い
の

注

文

が
来

て
ま
す
！

」 

社

員

B

：
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
見

せ
な
が
ら
） 

「

見

て
く
だ
さ
い
！S

N
S

で
“
朝

食

に
最

適

”
っ
て
レ

ビ
ュ
ー
が
大

流

行

し
て
ま
す
！

」 

社

員

C

：
（
苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

を
か
じ
り
な
が
ら
） 

「

あ
と
こ
れ
、
俺

た
ち
の
昼

食

に
も
最

高

で
す
！

」 

汐

：
（
立

ち
上

が
っ
て
） 

「

は
は
は
！

い
い
ぞ
、
も
っ
と
言

え
！

こ
れ
こ
そ
俺

た

ち
の
成

果

だ
！

」 

 

場

面

4
-

4

：
次

の
展

望

へ 

（
室

内

の
喧

騒

が
落

ち
着

き
、
汐

が
満

足

げ
に
座

り

直

す
。
塩

田

は
大

量

の
メ
モ
を
取

っ
て
い
る
） 
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塩

田

：
（
冷

静

に
な
り
な
が
ら
） 

「…
で
、
社

長

、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

こ
の
苺

ジ
ャ
ム
煎

餅

、
も
っ
と
広

げ
て
い
く
な
ら
戦

略

が
必

要

で
す
。
」 

汐

：
（
目

を
輝

か
せ
て
） 

「

次

は
商

品

展

開

だ
！

“
ジ
ャ
ム
煎

餅

シ
リ
ー
ズ
”
を

作

る
ぞ
！

」 

塩

田

：
（
警

戒

心

た
っ
ぷ
り
に
） 

「

シ
リ
ー
ズ…

で
す
か
？

」 

汐

：
（
熱

弁

し
な
が
ら
） 

「

例

え
ば
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
煎

餅

！

マ
ン
ゴ
ー
ジ

ャ
ム
煎

餅

！

世

界

中

の
フ
ル
ー
ツ
と
煎

餅

を
融

合

さ
せ
る
ん
だ
！

」 

塩

田

：
（
再

び
た
め
息

） 

「

ま
た
大

風

呂

敷

で
す
ね…

。
で
も
、
今

回

成

功

し

た
か
ら
何

も
言

え
な
い…

」 
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汐

：
（
ニ
ヤ
リ
と
笑

っ
て
） 

「

そ
う
だ
ろ
？

俺

に
つ
い
て
き
な
さ
い
、
塩

田

君

。
世

界

中

の
お
菓

子

棚

を
埋

め
尽

く
す
ま
で
止

ま
ら
な

い
！

」 

 

場

面

4
-

5

：
終

幕

に
向

け
て 

（
汐

と
塩

田

が
未

来

の
計

画

を
語

り
合

う
中

、
社

長

室

の
窓

の
外

に
夕

日

が
差

し
込

む
。B

G
M

が
流

れ
始

め
、
舞

台

の
照

明

が
徐

々
に
暗

転

し
て
い
く
） 

塩

田

：
（
苦

笑

し
な
が
ら
） 

「…

社

長

、
本

当

に
次

も
成

功

す
る
保

証

な
ん
て
あ

り
ま
せ
ん
よ
？

」 

汐

：
（
自

信

満

々
に
） 

「

保

証

な
ん
て
必

要

な
い
！

面

白

い
こ
と
を
や
る
、

そ
れ
が
俺

の
信

条

だ
！

」 

（
暗

転

し
、「#

汐

製

菓

」
の
ロ
ゴ
が
浮

か
び
上

が
る
）  
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完 

 


